
組　蓄　養　試　験

大　熊　達之助　　磯　崎　庄　八

本県かつお漁船句的料いわしの供給は他県に依存しているため・漁船の運吼経免訴相等．多額匿）

金額が労費されているので．しへわし蓄蕃試験を実施した。

紬■那珂湊周辺の海域は内湾に乏しく・夕橘の荒海に清鮒を敷設せざるを椙かハ情況であ拍加えて

附近灯河口をひかえ，潮流・水質の変化が甚だしいため一左記の項目について環験調査した。

Ⅰ鉄製活詳枠及木製活撃砕の耐久力試験

丑　いわし蓄養試験

ⅠⅠⅠ那珂湊沿岸の波浪調査

Ⅳ　活督枠敷設適地調査

Ⅰ　鉄製活賛枠耐久力試験

（1）構　　　造

用　活　撃　砕

ミ空々

胸臆恥をき鍬や血人肌

三竺嘩芸二
ヱまず′嶋
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葬1図　鉄製活千枠
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何　倍　辛　網

痘網
明朗

第2図　網地配置図

側網　　　d本24節100掛　40m切　4反　横縫

底網‾A　　占本24箭100耕11m切　4反　横縫

Bl～82

各‘本24筋100樹・55m切　4反　哺縫

各‘本24節25ロ耕一左目　瑚

繚網　　側網の渾子方は共糸2本．半日添編

浮子細　　径12死花　仕立上50m2本使用　501刀毎に仕立糸にて結着

底網　　径9甜　仕立上50m1本

仕立材料　網地縫合糸　共糸2本

へと糸　dO本給間15cmとして浮子縄の1本へクラブヒッチF⊂て取付ける。

底細取付糸　24本にて網地にからみつけ50cm毎K∴クラブヒッチとする。

浮子取付　　鈴75gを底縄50mに90個を配付取付ける。

仕立糸　　　浮千線及び網付縄の括着糸58本－　その他は24本使用

「1活筋枠の規格

浮枠1本の長さ　　　　ま50m（15cm角J

8本組立内水面直径　　約8．48m

同上内水面面積　　　　50．8m2（15．4坪）

浮枠1本及び（1組）目方　　501毎：1400Iお）

121鉄製活督枠の浮力

物体の浮ける浮力は・F＝Ⅴ－Wで表わされる。　F：浮力例　　Ⅴ：体請（ee）

活撃砕の
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Ⅴ：594，000tガ
であるからC．G．S　単位にエ少計算すると＿

W：400．0D O g

Fは194．090g

海水の比重を1．025とするとその浮力は198．850例（約55貫）となる。

（3）7舌草網地の重量

川　網地の空中重量

クレモナ網地8本24節100掛158m（100尋）網地の重量は11．dKヴ（5・11貫）である

から

側網の重さ

8本24節　4反日反40m切）の重言　12．4馳

虞網の重さ

占本24節　4反（1反11m切）の重さ　　　　4晦

6本24節目4反（1反55m切）の重さ　10．8晦

網地の総重量は2ヱ2晦（約7貫）である。

桐　網地の浮力

クレモナ糸及び海水の比重を1．5▲1．025とすると網地の体積は2nm‥事．浮力は2nSKヴく屋）

日　嗣地の水中重量　　6．7晦　約1．5貫）

（4）鉄製括告枠が受ける潮流責杭

川　流れでいる流体の中に個体を置いた場合，流体から受ける全墟抗をR運動方向に直角を物体の投影

面積をS．物体と流体との間の相対速慶をⅤとすると，R＝kSV2　kは120（海水の場合）

ⅤはM／See O．428（敷設適地調査の最大流速を用いた）

R＝120×1×（0ニ428）2＝21．9（5．8メ）（伽）　Hm3の圧力）

1じがの圧力は　0．つ8219（晦）

（可　正八角形の1辺よ幻錨素を以ってこの枠を固定すれば，潮流に依り最も圧力を受ける面こ■二・ABC

の辺（枠）であれ　この圧力の量（ち　DAEの長さの枠に等しいから，DAEの側面面積12・050

朗之．圧力は12，050×0．00219ニ26．54（晦）

（5）網地が受ける潮流抵抗

網地の面に潮流が垂直にかかった時　R二二kSV字におけるkの

値は蛙又網地の場合188豊川8（呈）2　て求められる。

d（網糸の太さ）0．4m　ヱ（網目の長音）12瀾（使用網地　8

本24節の場合）k＝ヱ4　枠D・A・Eの長さを1辺とし，深さ

4反（8本24軌100掛－）を縫い合せた面積【無さ4・80m．

巾8．02m）は・S＝58．4m2，流速Ⅳは敦設適地調査の最大流

速Ⅴ＝0．428m／See　とLRを求めると　R＝‘0晦

（6）清餞枠と網地の釣合について

＿9　5－
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第5図　清野枠設置図



海面又は海中にある清箸枠と網地の釣合について検討してみると（2IKより活着枠の浮力は1

才，椅）によ少網地の水中重量はd・708gであった。活智枠を敷設した場合上記により枠の浮力＞網地

の重量であるから釣合については考慮する必要なく又実験についてもそれを充分観察出来た。又唐人錨

を潮上に投錨し活蓉枠及び網地を潮流に保持した場合．潮流0．428m′See　しっとき28．54晦（枠が

受ける抵抗）＋16OKF（網地が受ける抵抗）＝188．54K伊の抵抗がかかることになる。

（7）潮流による圧力と捷字面リンクの強度

錨を潮上に投錨し活訝枠を潮流方向に保持する場合．潮流0．428m／See　とすると（4）によれ最も圧

力を受ける辺，ABC総圧力は2占．541毎であった。

鉄製活苧枠の強度で最も懸念される接手リンクについて検討してみると．リンクの安全使用力L＝5

d2t（dはインチ）．使用した枠の接字面リンクの径1占綱（nd5インチ）．故にL＝1．19t（

119DK）。上記によると潮流影響による耐久力吐充分あるが．実施試験において．リンク溶接ヶ所

の破損を来たした事は潜度の強度と波浪自体が生ずる圧力とについて今後の研究課題と思われる。

第1表　鉄製活苧枠耐久力試験表

l 月　 日
敷 設 位 置 天 気　 圧 風 向 風 速 備　　　　　　　　　　　 考

占月2 0 日
那 珂湊 河 口 L ．H

曇 1 口8 6．9 S　 W 5．4 （3 〕

鉄 製 活輩 枠 第丁 回教 設完 了

E I S 1 7 0 n M （水深　 1 5 m ）

占月2 1 日 ′ 皐 1 0 ∩8．5 S S E 2．2 12 1 朝 夕 点検 した が異 状 を し

占月2 2 日 ■ 雨 9 9 5．1 S　 E 1 5．7 （6）

低 気圧 通 過 のた め時 化 模 様 と な 力積手 面 リン

ク浴 接 個 所殆 ん ど破 損 す

8 月2 5 日 星 1 0 0 7 5 E N E 1，5 （1） 引揚 げ 作業 並 び に破 損 個所 修 埋

7 月　 7 日 ′ 象 1 ∩〔】8．9 N　 E 5．0 （3 〕 嘉二 回敷 設完 了

7 月　 8 日 ′ 象 1 （〕D 6．9 N　 E 4．2 （3） 朝 夕点 検 したが 異 状 な し。

7 月　 9 日 暗 1 n ロ7 0 S　 E 1．5 （1） ■

7 月1 0 日 ′ 晴 1 0 0 5．8 S S E 5．n （2 ）

7 月 1 1 日 ′ 快 晴 1 ∩ロR D E S E 5．n （2 1 ′

7 月1 2 日 ′ 簿 桑 1 0 1 2．0 S S E 5．8 （2）

7 月1 5 日 雨 1 0 1 0．1 S 4 ．2 （3 ） 〝

7 月1 4 日 ′ 雨 1 0 1 ［】．1 S S E 2．d l2 ） ■

7 月 1 5 日
′ 蒋 負 1 n O a I】 E N E 1．5 （1） 技 手 リンク溶 接 個所 1 個 所 破 損

7 月 1 占日 〟　　 l 晴 1 D 1 5＿7 S　 E 5．8 （2 ） 引揚 げ 作業 完 了



Ⅱ　木製清貧枠による鹿等巷試験

（1）構　　　造

H）活着枠

第4図　木造活智枠構造図

（違背≡

一 辺 の 長 さ 内　 水　 面　 積 太　　　 さ

4 ．0 5　 m 1 8 ，4　 rβ 1 2 × 9 仰 角

囲　清　華　網

閑　 地 大　 き　　 さ 深　　　 さ

椋 日 嗣
4．0 5 m　 角 0，5 m 叩

（ 1 5．5 尺 ） 4 枚合せ 5．8 m

←e◎押㊧

H　錨

⑦　 叉　　　 木 ㊥　　　 索 ㊦　 チェーン ㊤　　 錨 ㊨　 シャツクル

品　 質 規　 格 長　 さ 品　 質 規　 格 長　 さ 規　 格 長　 さ 種　 類 重　 さ

マニラ 2　7御 Z S m マニラ 2 7罰密 4　5m 1 8窮 ス5m 唐人錨 S dⅠお 1 8花町

一・・・9　5－



敷設方法

唐人錨を潮下に投錨 し活賢枠及び網を潮流方向に俣持した。

121 飼料鰻の受渡し

揚操船の投網旋回 によって網中に入り．魚取部迄締め付けられた姐を本船 （活誓枠を横み込んだ船）

がその洋子例文は沈子側に接近すると同時に活撃砕 を海面に降 ろし更にその枠の一辺を淳子▲沈子に接

着し．魚取部を締め付け活着枠へ導入する時魚体に損傷を来たさない程度に枠を海面より沈めて操作し

た。

約二時間漂流後錯窯を以って固定敷設 した。隣人についてに＝ハわしの数量は揚操船の船頭 と本船の船　 、

長の立会のもと忙決：定し．その価格は当日の市場価格の平均値と予め決めておいた。

†31 実施上注意した点

第 2 表　 書　 羞　 試　 験　 表

月　　 日 漁 場 位 置 水　 温 魚 獲 量 敷 魚群の性’ 備日給入漁

7 月2 5 日 玉田沖 占里 2 5．9 C 揚操船投網 するも

7 月2 4 日 揚操船休漁す

7 月2 5 日 那珂湊河口押 2 1．4 C 揚操船投網する も

7 8 2 8 日

7 月2 7 日 台風の影響あ わウ

7 月2 8 ［】

7 月2 9 日 漁なく揚繰船引返

7 月5 0 日

瓢珂湊E クDOD M 2 1．8 C 1，1 2 5 K 1．1 2 5K 素　 群

5枠計 2 2 5 □＿＿K′　 E 』nn M 2 1．7 C 5 4 2∬ 5 8 2 K 蕪　 辞

′　 E 18DD かⅠ 2 5．1 rl S A 2 K 5 人クK 三宏　 謹

括

込

み

t

i

7 月5 1 日 当日より朝夕二回

8 月　 1 日

8 月　 2 日 2 4．4 ℃

1 8 月　 5 日
2 2．d C 歩溜 り7 ％に激減

8 月　 4 日

8 8　 5 日

8 月　 8 日

8 月　 7 日

日 用　 8 日

8 月　 9 日

8 月1 0 日

ト 8 8 日柑

再 月1 2 日
l

th 8 月1 5 日
2 1．d C

－ 9　4 －



恩
轡

三島首府

第5回　操　船　方　法

考 天　 候 ． 気　 圧 l 風 「／■J 吼 凍 （力） ウ ネ リ 波　 浪
潮 流 方 司

漁 サ ノミの み， 活 け 込 み に 至 らず 晴 1 口1 8．5 S S l三 2．？ （2 ） 1 1 －

本　 暴 日 日 5．占 S S E 2 ，8 （2 ） 2 －

漁 サ バ の み ， 活 け 込 み に 至 らず 本　 螢 1 n 1 4．9 S S E 5．2 （2 ） 1 1 －

晴 1 0 1 5．5 S　 E 0．8　rl） 1 1 －

ネ り高 く出 漁 船 そ し 晴 1 0 1 5．5 S　 E 1．1 （1） 1 1 欄

快　 晴 1 0 1 4．0 E 1．7 12 1 1 1 ー

す 本　 曇 1 0 1 ‘．1 N　 E 4．8 （3） 1 2 －

活 け 込 む 晴 1 8 1 5，9 N　 E 5．4 （3 ） 1 1 逆　 潮

見 張 を 実 施 し た 。 暗 1 ロn R 7 S 2．占 （2 j 1 1 其　 潮

快　 晴 1 8 10 7 5 S E 2．4 （2） 1 1

薄　 曇 1 n l 1．8 E 1．1 （1） 1 1

す 本　 塁 1 0 1 5．1 S ま4 （3） 1 1 ■

本　 衷 1 〔11 5．7 S S E 1．7 （2 ） 1 2

晴 1 8 1 7二0 S S W 8．1 14 I 1

快　 陪 1 口1 鼠5 S 2．8 （2 1 1 2 ■

本　 負 1 〔H Z S S　 E 5．0 （21 1 ■

臨 1 0 1 8．0 S　 W 4．2 （3） 1 1 ′

快　 暗 日日 4．4 S S E 4，6 （3） 1 2 ′

F誉 1 0 1 5．8 E S E 1．5 （1） 1 2 ■

本　 盈 日 日 2．0 S　 E 5＿2 （8 ） 2 ‘2 ■

唐 1 0 1 1．0 S S W 1 1．0 （6） 2 1 ′

本　 最
l

l 1 0 1 1．8 S ト　　 5，D （3 1 2 1 ●

＿9　7－



①　活け込み操作を実施するとき潮下の側で姐を活撃砕へ導入する。

②　潮漁．風力緩慢在るとき沈子方で導入操作を実施する。

揚操網魚取部を締め付けせまい網中に集った無傷の姐を活撃砕へ導入出来る○

（4）前科娘の尊重

楊操船上り供給を受けた活智枠は本船によ少曳航する事を避けは杭の際魚の鼻を突き易い為）約1

時間漂流後錨素をもって固定した。

昔葦場位置　那珂湊灯台ESE1500米

水温　21．8～21．7C

水深　15．5加Ⅰ

暮春日誌　（前ページ）

（5）括撃枠内の始の情況

7R58日揚操船より計2．250恥のいわしを5枠に分割して活け込み朝夕歩溜りについて観察を試

みた。

7月5用歩歩戒　を認めその上層にのみ姐の生存を認める状況で死滅魚続出し．歩滞少は7％に激威

した。その約半数は鼻突傷魚で占められ．翌8月2日鯖の入網あるを知少5枚網で鱈を除去し，歩減

少を防止した。

（6）歩溜りについての考察

①　揚操船が活安枠に姐を導入する繰作に円勲を欠き．死私傷魚とも混入し，当初より活け込み数量

に対して生魚の割合が少なかった傾向がある。

②　膀交少の群であった為．蹄を枠内に混入し娘の衰弱死減を促した○

⑤　櫨は広塩性，広温性であるから水質には左程影響すると考えられない○場繰漁船の操業位置も河水

の影響する処で行われている現状にある。

壱）敷設期間中の網成わは死魚にいたらしめる程吹かれていなかった○

（7）水　質　調　査

8月2日活賢枠敷設地の水温，塩素量を測定し下表が得られた。表によると最高第1枠8m18・88％

最低第1枠18．81％。を示した。本数設地は外海であク沿岸に河口をひかえ塩分の変化が甚だしいが

広塩性広温性である姐の死滅原因とは察せられ毛い。（千葉県鴨川清算枠敷設地の塩素量1鼠15％0）

18I　魚体組成について

供給した姐の平均体重2．占7g．平均体長8．9cmであって．鯉の餌料に好適であり．その組成は下記

のグラフの通わで体気体量共も単峰の分布を示し体重は大に桑る篠傾斜がゆるやかを分布を示した。

＿9　8－
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Ⅱ　那珂湊沿岸の気象調査

（1）気象状況による蓄孝可能実施期間の推察

．－－いtいいl‥、・・ll・l恨

轟
．
小
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第7図　那珂湊沿岸の波の発生頻度
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第8図　風力2以下の発生頻度

図は昭和51年よ卵白和55年の月別の波浪出現頻度と風力2以下の出現割合を示したものである。

餐間を通じ波浪階級の出研削合性

風　力　1（42．9，‘）

5（1貸三％）

5（1．8％）

0（　ま7％）

である。

2（26．49古）

4（　5．1％）

dl U．4％）

清算枠敦設安全圏内にあると思われる風力0－2迄の月単位の出現割合は

1月（85．1％）

5月（50．49‘）

5月（d R4％）

7月（85．9％）

9月（80．7％）

11月（70．9％）

2月（58．4％）

4月（占5．5％）

8月（7ヱ5％）

8月（88．7％）

10月（占8．9％）

12月（85．5％）

である。

1ケ月78％以上を占める月は1・d・用具11・12・の各月が指摘出来5・1口月がこ才！に次ぐ事になる。

Ⅳ　活貸網設置予備調査（過程）

那珂湊周辺の水城で最も活菅網敷設地として良好であると推察される横浜．磯崎においで卜・記の調査を

実施した。

（l）磯　　　疾

－1ロ1－



実施月日　　5月27日～5月28日

調査地点　大洗燈台　S／仰5／4W　1，400M

川‘流向，流速

ェクマンメルツ流速計をもって大潮期に当る時期を利用し昼夜観測を実施した。

回　塩　分　測　定

水　　　 羅 水　　　　　 温 塩　　　　　　 分 酸　　　　　　　 素

0 1 5 ．5 ℃ 1 ヱ 2 5　％ 0 －

2 1 5 ，4 8 1 ス 2 5 ・ 5．4 4　 ％

4 1 4 ．9 5 1 8 ．0 1 －

占 1 4 ．7 5 1 8 ．2 2

8 1 4 ，4 1 1 8 ．5 8 －
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佗　磯　　　崎

実施期日　　5827日

調査地点　1枚崎燈台Nl／2E　1．500M

川　塩　分　測　定

水　　　　　温

15，5　C

15．21

塩　　　　　分

18・2D％0

15．05

14．4　0

14．7　0

15．81

18．2　4

1840

18．51

18．55

臨書黍の問題点と今後のあわ方

本県沿岸の地形的特殊性により蓄秦事業は技術的な分野に問題点があげられ本稿では四項目について調

査研究した結果を述べた。

指摘された事項は

①　揚操船からの姐の受け渡し操作跡改善

（6）項で述べた点が指摘出来るが死魚．傷魚を混入しをい為には揚操船乗組員が蓄蚕意識を向上し丁乎

な活け込みを実施する事が望まれる。

竃）河口をひかえて水質潮流の変化が甚だしい

（1）いわしの水質に対する致死限界を把達し（水槽実験を試る）蓄善敦設地の選定調査を実施する。

（∋　沿岸は海岸線が単調であるため波浪が敵しい。

（1）波浪が枠に及ぼす力率より合理的を枠を作成し耐久力の強化及び操作の簡易化を図る。

121蓄奉を実施するに当っては気象の長期予報伽留意し損害を蒙らない様に敷設の時期を決定する。
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